
４  青  年  の  家 

 

 (1) 松川青年の家 

  ア 職員組織 

    所長（事務）― 次長（教員）― 事務１、庁務１、行託（青少年教育指導員）１ 

  イ 施 設 

    宿泊室 14  大研修室（視聴覚室）1  研修室 3  体育館 1  食堂 1 

  研修打合せ室 1   談話コーナー1   運動場・キャンプ場 

浴室 2（男女）  保健室 1  事務室 1  宿直室 1 

 ウ 利用状況（平成 20.4.1 ～ 21.3.31） 

   (ｱ)  月別・種類別研修団体数等 

       月 

区分 
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計

小・中学校 1 5 14 8 4 3 3 1   1 40学 

校 その他の学校 1  2 6 2 2 2 1   8 24

青少年団体ｸﾞﾙｰﾌﾟ 11 8 9 28 6 4 9 3 3 2 6 89

社会教育関係団体 35 39 49 15 16 23 33 31 23 41 53 34 392

地方公共団体   1 1 1    3

企業 5   1 4 4 1 1  4 3 23

指導者 13 19 25 24 10 8 11 8 3 3 5 6 135

家族  5 1 1    7

その他 17 19 18 14 24 16 23 11 6   8 156

主催事業 1 3 4 1 1 2 2 1 2 2 3 1 23

団体数合計 83 89 117 103 69 65 87 56 40 49 67 67 892

宿泊実人員数 99 120 208 994 594 274 366 37 50 43 44 135 2,964

延宿泊者数 146 120 208 1,021 1,207 386 526 58 50 43 58 184 4,007

延利用人員 1,503 1,618 2,079 3,379 2,832 1,656 2,239 873 524 553 1,237 1,052 19,545

  

 （ｲ） 年度別利用延人員比 

年  度 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 

延利用人員 19,472 19,935 20,771 22,487 23,200 20,031 19,114 22,470 21,117 19,545

利用率（％） 70.8 73.6 76.6 76.7 78.4 67.2 63.3 73.9 69.2 66.5

 



エ 主催事業（青年団体指導者研修） 

   (ｱ) 趣 旨 

          青年団体の活動を促進するため、必要な知識・技能について研修し、指導者の資質の

向上とその養成を図る。 

     (ｲ) 期 日    第１回   ６月 ７日 ～  ６月 ８日 

                    第２回     ７月１９日 ～  ７月２０日 

                    第３回     ９月  ６日 ～  ９月 ７日 

                    第４回    １０月２５日 ～ １０月２６日 

          第５回  １２月  ６日 ～ １２月 ７日 

          第６回   １月 １７日  ～ １月１８日  

     (ｳ) 参加対象者及び参加人員 

          参加対象者  青年団体指導者・育成会等指導者・サークルのリーダー・教職員・施

設職員・職場サークル関係者・一般県民・学生等 

       参加人員 220 名（第１回 32 名、第２回 64 名、第３回 44 名、第４回 25 名、 

             第５回 24 名、第６回 31 名） 

   (ｴ) 研修内容 

回 主    題 主  な  内  容 

１ 

めざせ人気者！① 

 これで君もキャンプのリーダーだ！

  

テント設営、自然体験ゲーム、ﾀﾞｯﾁｵｰﾌﾞﾝ料理、

キャンプファイヤー、テント泊 

２ 

めざせ人気者！② 

 これで君も川遊びのリーダーだ！ 

 

遊びや魚つかみ 野外炊飯、 

 キャンプファイヤー、テント泊 

３ 

めざせ人気者！③  

これで君も初秋の自然リーダーだ！ 

  

川遊び、野外炊飯、キャンプファイヤー、

テント泊、軽登山、秋の星空観察 

４ 

めざせ人気者！④ 

 これで君も秋の味覚リーダーだ！ 

  

ギョウザ作り、五平餅作り、室内ゲーム 

５ 

めざせ人気者！⑤   

これで君もクリスマスとお正月のリー

ダーだ！ 

凧作り、クリスマスカード作り、餅つき、ク

リスマス・お正月の遊び 

６ 

めざせ人気者！⑥ 

これで君も冬の自然リーダーだ！ 

 

そり作り、アイスキャンドル作り、そり大会

 

 

 



(2) 須坂青年の家 

   ア 職員組織 

     所長（事務）― 次長（教員）― 事務１、庁務１、行託（青少年教育指導員）２ 

   イ 施 設  

     宿泊室 20 大研修室（視聴覚室）1 研修室 2 打合せ室 1 

     食堂 1 浴室 2（男女） 保健室 1 事務室 1 宿直室 1 談話室１ 

     談話コーナー１ 体育館 1 スキー乾燥室 1 運動場・キャンプ場・その他 

 ウ 利用状況（平成 20.4.1 ～ 21.3.31） 

(ｱ)  月別・種類別研修団体数等 

     月 

区分 
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計

小・中学校 3 3 8 10 3 1 1    29学 

校 その他の学校 6 5 3 12 18 5 2  11 4 66

青少年団体ｸﾞﾙｰﾌﾟ 2 5 7 7 9 4 3 2 1 5 4 7 56

社会教育関係団体 1 1 2 2 4 1 2 2 5 5 2 27

地方公共団体 4  1 3 1 2 2 3 1 3 1 21

企業 6 1 1 4 7 2 4 3    28

指導者  1  2 2 4 2 1 1 4 3 4 24

家族       

その他 4 2 8 17 7 8 9 5 4 4 13 4 85

主催事業  1 2 1 1 4 2 2 1 1 1 1 17

団体数合計 26 19 32 58 52 30 27 16 10 20 40 23 353

宿泊実人員数 767 343 298 933 869 417 205 82 200 489 573 420 5,596

延宿泊者数 1,167 401 321 1,510 1,982 646 227 127 438 849 1,003 768 9,439

延利用人員 1,964 836 1,023 3,232 3,171 1,479 637 296 676 1,355 1,670 1,216 17,555

 

（ｲ） 年度別利用延人員比 

年  度 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 

延利用人員 18,779 18,965 15,980 15,533 14,711 17,718 17,667 20,863 21,518 17,555

利用率（％） 55.6 56.2 44.5 42.0 39.8 47.8 48.8 57.0 59.8 48.3

  

 



 

エ 主催事業（青年団体指導者研修） 

    (ｱ)  趣 旨 

       青年団体の活動を促進するため、必要な知識・技能について研修し、指導者の資質の

向上とその養成を図る。 

   (ｲ)   期 日  第１回     ８月 ８日  ～  ８月１０日 

               第２回      ９月１３日  ～  ９月１４日 

               第３回    １２月１３日  ～１２月１４日 

                    第４回      １月２４日 ～  １月２５日 

          第５回       ２月 ７日 ～  ２月 ８日 

          第６回     ３月  ７日 ～ ３月  ８日  

   (ｳ)  参加対象者及び参加人員 

参加対象者  青年団体指導者・育成会等指導者・サークルのリーダー・教職員・施

設職員・職場サークル関係者・一般県民・学生等  

       参加人員 305 名（第１回 78 名、第２回 58 名、第３回 33 名、第４回 53 名、 

              第５回 66 名、第６回 17 名） 

(ｴ)  研修内容 

回 主    題 主  な  内  容 

１ 
家族ふれあいシリーズ① 

アウトドア体験親子キャンプ

キャンプ体験、アウトドア体験、野外料理、 

クラフト、野外活動についての講習 

２ 
登山シリーズ② 

四阿山～根子岳縦走登山 

百名山“四阿山”から根子岳への縦走コースでの集

団登山、講話「安全で楽しい登山」 

３ 
アート工房シリーズ③ 

そば打ち体験と正月飾り 

年の瀬準備・正月飾りの製作、そば打ち体験と昼食

会 

４ 
チャレンジスポーツシリーズ③ 

スキー・スノーボード講座 

スキー、スノーボードの基本から応用までの実技講

習会 

５ 
家族ふれあいシリーズ② 

自然とふれあい 親子スキー

親子参加でのスキー教室、お楽しみ交流会 

６ 
四季の自然観察シリーズ⑤ 

歩くスキーでトレッキング 

・ 歩くスキーの実技講習 

・ 根子岳中腹までのスキートレッキングと自然観察 

 


